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サロベツ湿原センター発・“旬”を伝える 

サロベツ湿原だより 10 月号 

今のおすすめは 「 オオヒシクイ 」 です 

 

 
            

 

【 サロベツで見られる渡り鳥たち 】 
 

 

 

 

 

 

これからは、「草紅葉（くさもみじ）」の季節です 【発行】  サロベツの大地とあなたをむすぶ 

認定 NPO法人サロベツ・エコ・ネットワーク 

TEL 0162-82-3950 

E メール info@sarobetsu.or.jp 

ホームページ『サロエコ』で検索 

http://sarobetsu.or.jp/  

Facebook も見てね ！ 

オオヒシクイ（左）とハクガン（右） タンチョウ カリガネ（左）とマガン（右） シジュウカラガン 

ラムサール条約湿地であるサロベツは、渡り鳥の重要な中継地にもなっています。ロシアと日本を行き来する

様々な渡り鳥が飛来する貴重なエリアで、秋には国の天然記念物であるオオヒシクイが多くやってきます。例年 

8千羽以上飛来し、編隊を組んで上空を飛びかう姿は圧巻です。サロベツには休息の為に1ヶ月程滞在し、昼間

は牧草地や三日月湖などで過ごす姿が見られます。羽を休めながら栄養を蓄えた後、本州へと旅立ちます。 

国の天然記念物であるオオヒシクイは、遠くロシアから越冬のため日本へ渡ってきます。サロベツは中継地で、沼

や湖などで休息しつつ、長旅に備えて栄養を蓄えます。彼らの好きなホテル（ねぐら）は兜沼やペンケ沼などで、

昼間は牧草地や三日月湖などで賑やかに食事に出かけています。多い年で 8千羽程が飛来し、サロベツは国内

最大の中継地となっています。10月中旬頃には越冬地の滋賀県琵琶湖や新潟県などへ渡ります。 

 

 

 

特別天然記念物に指定されており、世界の総個体数は 2,700 羽くらいとされ、半数以上が北海道に生息してい

ます。全長 100-150cm くらいで、羽を広げた長さは 2ｍ40ｃｍくらいと大型です。夏場は湿原の奥で繁殖活動をし

ているためほとんど見られませんが、この時期は運が良ければ湿原周辺の牧草地や水路等で見られることがあ

ります。11月初旬頃釧路湿原へと旅立ちます。 
 

湿原の植物が紅葉し黄金色

になる草紅葉は、夕日に照らさ

れるとさらに色濃く染め上が

り、映画「風の谷のナウシカ」の

ラストシーンのような素晴らし

い光景です。（フェルト作品は、

地元豊富町在住の作家・カム

イモデルズさん作です。） 


